「教えて考えさせる授業」デモ授業 2009,10,23　（貝塚西小学校）
はじめてのプレゼン　―言葉の意味を伝えよう―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　市川伸一（東京大学大学院教育学研究科）
　パネル、ポスター、スライド、コンピュータ映像などを用いて口頭発表を行うプレゼンテーション（略称プレゼン）は、社会においてさまざまな場面で行われる。学校においても、社会科、理科、総合的な学習の時間などで、こうした活動は着実に増えてきており、国語科が中心となってその基本的な技能の育成をはかり、各教科等で生かしていくことが望まれているといってよいだろう。
　これまでも国語教育の中で、「説明」「報告」「意見発表」などの比較的フォーマルな口頭表現は扱われていた。その中で、① 相手意識（誰に？）、② 目的意識（何のために？）、③ 場面・状況意識（どんな場面・状況で？）、④ 方法意識（どのように？）、⑤ 評価意識（何がどこまでできれば達成したことになるのか）という５つの言語意識を育てることが重視されてきた。これは、プレゼンにおいてもまったく同様である。
プレゼンという発表形式の特徴は、第一に、上記の④に関わり、視覚的な素材を用いながら、口頭での説明を加えていくところにある。どのような視覚的素材を作るかということも、言語表現としての重要な学習となる。第二に、原稿を読み上げるような固定的なコミュニケーションと、討論のような即時的なコミュニケーションの中間にあり、視覚素材を一種のメモとして利用しながら柔軟に言葉を補い、意味を伝達していくことが求められる点である。
　こうした言語表現は、実は日常的にはかなりあり、子どものまわりにも多く見られる。まず、教師が解説形式で行う説明は、大半がこれに属する。テレビでは、放送大学の番組が放映されているが、まさにプレゼン形式で行われている。また、ニュースキャスターや解説者がパネルをもとに報道や説明をする場面もこれにあたる。児童が企業や学会でのプレゼンを目にすることはまずないだろうが、これらの場面はよい見本として子どもたちの参考になるだろう。
　本時では、「プレゼン」ということを意識して行うはじめての発表として、次のような目標を設定する。

内容は大人用の新聞記事から難しい言葉を調べて、クラス内で伝えるという比較的簡単なものとした。視覚素材もパネル１枚と限定する。プレゼンのしかたも、一種の基礎技能の獲得であるので、「教えて考えさせる授業」の授業展開とする。すなわち、「教師からの説明」として、演示と基本的なポイントの教示を行い、「理解確認」としては、児童が見本のパネルを使って模倣してみる。さらに、「理解深化」として、自分たちで選んだ言葉を、パネルに簡潔に表現して、プレゼンを練習してみることとした。はじめての経験で緊張感も高いと思われるので、注意点や評価の視点も十分絞るようにした。
＜学習指導案＞
	教師からの説明・課題提示・支援
	児童の学習活動

	教師からの説明（５分）
本時の目標：新聞から難しい言葉を選んで、その意味をプレゼンで伝える。

見本として、社会人の発表をビデオで見る。

理解確認（８分）
ためしにお互いにやってみよう。
練習するときの注意：
・口頭説明では、言葉を補う。
・相手のほうを見て説明する。
・必要なところを指さしながら
理解深化（２５分）
・各班で、１つの言葉に対して、パネルの下書き（黒、赤、青のサインペン使用）
・清書：グループで１枚
・お互いに口頭で説明の練習
・代表児童の発表
自己評価（７分）
・今日の活動を振り返り、大事だと思った点、難しかった点など。
	・前時に、新聞記事の中から言葉調べをしておく。（題材：鳩山イニチアチブに関する記事）
・まず、各自、知らない言葉に印をつける。
・その中から各自２個選んで、調べておく。
・辞典からノートに抜き書き、あるいはメモを残しておく。
・どのように行うのか、どんな工夫があるのかを観察する。
パネルは教師の作成した共通のものを使う。

・大きさ、色など、表現を工夫する
・A４の用紙に下書きと清書（７～８分）
・発表は、「私たちは○○という言葉を調べました」か「皆さんは、○○という言葉を知っていますか」のどちらかから始める。
・終わりは「発表は以上です。何か質問はありますか？」「ありがとうございました」
・練習は８～１０分程度、全員が試みる。
・全体発表は４～５人程度（８分）



目標：難しい言葉を人にわかりやすく伝えるという課題を通して。プレゼンのしかたを理解し、ポイントを押さえて練習できる。








プレゼンとは


意味　パネルやスライドなどを見せながら発表すること


使い方　「田中さんのプレゼンはいつもわかりやすい」


一口メモ　「プレゼンテーション」の略。





一口メモ　「プレゼンテーション」の略





プレゼンのポイント


　パネル（スライド）


・かんたんな言葉で


・見出し、色、大きさなどを工夫


口頭の説明


　・原稿は作らずに、言葉をおぎなう


　・パネルを指さしながら








イニシアチブ


意味　先頭に立ってすすめること


使い方　「この計画は山田さんがイニシアチブをとった」


一口メモ　日本語では、「主導」
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